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日
本
時
間
の
11
月
29
日
午
後
４
時
42

分
、そ
の
瞬
間
は
つ
い
に
訪
れ
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ（
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
）政
府
間
委
員
会
に
よ
る
無
形
文
化

遺
産
の
審
査
が
11
月
29
日
、イ
ン
ド
洋

の
島
国
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
で
開
か
れ
た
。

委
員
会
で
は
、審
査
員
か
ら
異
議
が
で

る
こ
と
な
く
、米
川
の
水
か
ぶ
り
を
含

む
８
県
10
行
事
で
構
成
す
る「
来
訪
神 

仮
面
・
仮
装
の
神
々
」を
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
す
る
こ
と
が
決
定
。モ
ニ
タ
ー

の
中
継
で
登
録
決
定
が
表
示
さ
れ
た
瞬

間
、市
役
所
に
集
ま
っ
た
米
川
の
水
か

ぶ
り
保
存
会
の
会
員
や
関
係
者
か
ら
一

斉
に
歓
喜
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
に「
男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
」

が
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
目
指
し

た
と
こ
ろ
、09
年
に
既
に
登
録
さ
れ
て

い
た
鹿
児
島
県
の「
甑こ

し
き

島じ
ま

の
ト
シ
ド
ン
」

と
の
類
似
性
を
指
摘
さ
れ
、登
録
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。そ
こ
で
文
化
庁
は
、国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ

れ
、異
形
の
姿
を
し
た
者
が「
来
訪
神
」

と
し
て
集
落
の
家
々
を
訪
れ
、人
々
を

戒
め
た
り
幸
福
を
も
た
ら
し
た
り
す
る

10
行
事
を
グ
ル
ー
プ
化
。「
来
訪
神 

仮

面
・
仮
装
の
神
々
」と
し
て
登
録
を
目
指

し
た
。登
録
に
向
け
、14
年
10
月
に「
来

訪
神
行
事
保
存
・
振
興
全
国
協
議
会
」を

設
立
。全
国
の
各
地
域
が
一
つ
に
ま
と

ま
り
、連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が

登
録
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
政
府
間
委
員
会
で
は「
地

域
の
歴
史
、自
然
、社
会
的
背
景
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
、地
域
の
伝
統
に
対
す

る
敬
意
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
で
、子
ど

も
の
教
育
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
」と
評
価
。地
域
の
伝
統
行
事
を

保
護
し
、伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
各

保
存
会
な
ど
の
活
動
も
認
め
ら
れ
た
。

　

水
か
ぶ
り
は
、東
和
町
米
川
の
五
日

町
地
区
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
火
伏
せ

の
行
事
。米
川
の
水
か
ぶ
り
保
存
会
の

会
長
で
あ
る
菅
原
淳じ

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
の
家
が

代
々
継
承
し
て
き
た
。参
加
で
き
る
の

は
、五
日
町
地
区
に
縁
が
あ
る
小
学
校

高
学
年
以
上
の
男
性
の
み
。毎
年
２
月

の
初は

つ

午う
ま

の
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

菅
原
さ
ん
の
家
は
、神
様
が
宿
る
場

所
で
あ
る
と
さ
れ「
水
か
ぶ
り
宿
」と
呼

ば
れ
て
い
る
。水
か
ぶ
り
宿
の
口
伝
で

は
、江
戸
時
代
中
期
に
は
既
に
水
か
ぶ

り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
き

た
。一
説
で
は
、米
川
地
区
に
あ
っ
た
諏す

訪わ

森も
り

大だ
い

慈じ

寺じ

の
修
行
僧
の
行
が
起
源
と

も
い
わ
れ
て
お
り
、８
０
０
年
以
上
の

間
語
り
継
が
れ
、伝
承
さ
れ
て
き
た
伝

統
行
事
で
あ
る
。

地域の伝統が地域の伝統が
　　世界の宝に―　　世界の宝に―

1登録が決まった瞬間、関係者らは歓喜に沸いた2地区住民総出で準備や運営に当たる3女性たちは豚汁を無料で
配り来場者をもてなす4参加者は肩と腰にしめ縄を巻き、頭には工夫を凝らした「アタマ」と「ワッカ」を被り、足に
わらじを履く5顔に火の神様の印である、かまどのすすを塗り来訪神に化身する6小学校高学年の男児も参加7水
かぶり宿を出発し、法

ほう

輪
り ん

山
ざ ん

大
だ い

慈
じ

寺
じ

に向かう8大慈寺境内にある秋
あき

葉
は

山
さ ん

大
だ い

権
ご ん

現
げ ん

様に火伏せを祈願9「ホー、ホー」と奇
声を発しながら家々に水を掛けて火伏せをする

234

1

678

9

5

身に着けた装束からわらを
抜き取り、火伏せのお守りに
する 火の神様の仮の姿とい
われる「火

ひょっとこ

男」と、その相方「お
かめ」が家々を訪れて福をも
たらす
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受け継いだ神事
その伝統を守り抜く

　

地
域
の
小
さ
な
行
事
が
世
界
の

宝
と
し
て
認
め
ら
れ
、う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

　

人
は
火
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
明
を
発
達
さ
せ
て
き
ま
し
た
。火

伏
せ
は
、火
が
恩
恵
を
も
た
ら
し
災

い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、神
様
の
姿

を
借
り
て
祈
願
す
る
行
事
で
す
。ま

た
、厄
払
い
や
成
人
儀
礼
な
ど
の
意

味
合
い
も
あ
り
、地
区
住
民
の
団
結

を
強
め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

保
存
会
は
、１
９
９
１
年
に
県
の

文
化
財
指
定
を
受
け
る
際
に
設
立

し
ま
し
た
が
、当
時
会
長
を
務
め
て

い
た
私
の
父
親
は「
知
名
度
が
上
が

り
、注
目
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
の
伝

統
行
事
が
崩
れ
て
い
く
」と
心
配
し

て
い
ま
し
た
。間
違
っ
た
説
が
流
れ

る
こ
と
も
あ
る
の
で
、正
統
な
伝
統

を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、語
り
継

い
で
き
た
行
事
の
由
来
や
内
容
を

ま
と
め
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

水
か
ぶ
り
は
観
光
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、地
域
で
古
く
か
ら
大
切
に

伝
承
し
て
き
た
神
事
で
す
。ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
は
、と

て
も
名
誉
な
こ
と
で
す
が
、私
た
ち

は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。地
域
の
宝
を
大
切
に

し
、後
継
者
を
育
て
て
一
歩
ず
つ
着

実
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
し
て
、多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

Interview

　 　

地
域
の
宝
を
大
切
に

一
歩
ず
つ
着
実
に
後
世
へ
―

　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た「
米
川
の
水
か
ぶ

り
」。本
当
に
大
切
な
こ
と
は
、

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
を

こ
れ
か
ら
も
伝
承
し
続
け
て
い

く
こ
と
。

　

参
加
で
き
る
の
は
五
日
町
地

区
に
縁
の
あ
る
男
性
だ
け
だ

が
、私
た
ち
市
民
が
登
米
市
の

宝
と
し
て
見
つ
め
直
し
、こ
れ

か
ら
も
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

市
民
一
人
一
人
が
こ
の
歴
史

と
伝
統
に
誇
り
を
持
ち
、神
事

の
意
味
と
意
義
を
伝
え
続
け
る

こ
と
が
、後
世
に
伝
承
す
る
大

き
な
力
と
な
り
、来
訪
神
は
次

の
冬
も
ま
た
舞
い
降
り
る
―
。

問東和総合支所市民課（地域振興係）
☎0220（53）4111

伝
統
と
誇
り
を
胸
に
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今月のホットライン HOTLINE

09 082019.2

　「『共にはたらく！』～発達障害のある方の就労～」
（障害者就業・生活支援センター「ゆい」主催）は12月３
日、迫公民館で開かれ、地域住民や関係事業者など約40
人が参加し、就労支援について理解を深めました。
　講演では、宮城障害者職業センタージョブコーチの
水
みず

落
お ち

清
き よ

次
つ ぐ

さんが、発達障がいの特性や事例などを紹介。
「職場や日常生活で、生きにくさがあることを理解し、
個人の特性に合わせた支援が必要」と述べました。シン
ポジウムでは、障がい者雇用に取り組んでいる事業者
と従業員が、勤務状況や体験談などを発表。参加者は、
就労支援で大切なことを再確認していました。

店舗で接客をしている従業員が体験談を発表。「お客さまにあり
がとうと言われると、とてもうれしい」と笑顔を見せました。

　「登米市と東北工業大学の連携・協力に関する協定締
結式」は12月13日、とよま観光物産センター遠山之里で
開かれ、市と東北工業大学（今野弘

ひろし

学長）が連携協定を
締結しました。
　協定には、観光資源を活用した地域活性化、歴史的建
造物の調査や景観・街並み保全、新しい産業の育成など
が盛り込まれ、同大の教員や学生らが市内で調査研究
に取り組みます。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長は「地域の企業などと、
さまざまな共同研究や産学官連携を推進し、学生の学
びと活動を通して、地域の課題解決や活性化につなげ
たい」と期待を込めました。

協定を結び、熊谷市長と固い握手を交わした今野学長（左）は、
「お互いの資源を活用して、活性化につなげたい」と語りました。

約300人の参加者が一斉にスタート。寒さの中にも温もりがある
日差しの下、景色を楽しみながらウオーキングしていました。

　「みやぎ県北高速幹線道路開通記念ウオーキング大
会」は12月８日に開かれ、中田工区の完成を祝い、25日
の開通を前に約300人がウオーキングしました。
　東北道と三陸道を結ぶ県北道路の中田工区は、中田
町石森の佐沼ＩＣから三陸道登米ＩＣ近くの県道まで
の4.7㌔㍍。参加者は佐沼ＩＣから中田町宝江の中田Ｉ
Ｃまで往復3.4㌔㍍をウオーキングし、終了後には通行
記念証が手渡されたほか、はっと汁も振る舞われました。
参加した小野寺惠

え

美
み

子
こ

さん＝中田町本町畑中＝は「工事
しているのを見ていたので参加しました。石巻市に行く
際には便利になりますね」と目を細めていました。

　「第15 回日本一はっとフェスティバル」（同実行委員
会主催）は12月２日、迫中江中央公園で開かれ、過去最
多の約３万人が訪れました。
　市内外から自慢のはっとを提供する34店舗が出店。
来場者らは、体が温まる個性豊かなはっとに舌鼓を打
ちました。購入者の割りばし投票で決まる「はっと大
賞」には、伊豆沼農産の「赤豚カレーはっと」が選ばれ、
３度目の頂点に輝きました。二階堂麻

あさ

美
み

さん＝気仙沼
市＝は「人が多くてびっくりしました。２歳の子どもも
牛すじはっとをおいしそうに食べていたので、来てよ
かったです」と話していました。

会場は、定番のものや一風変わった味など、さまざまなはっとを
笑顔で食べる来場者であふれていました。

　「大阪府堺市立金岡南小学校への訪問授業」は12 月
４日、同小学校（藤井広

ひろ

美
み

校長、児童1079人）で開かれ、
市企画部企画政策課の職員が４年生186人の児童に、本
市のシティプロモーションの取り組みや東日本大震災
時の状況などを紹介しました。
　訪問授業は、９月に同校４年生が本市のＰＲ動画「登
米無双」を社会科学習の題材にし、感想や震災復興への
応援メッセージを本市に送ったことがきっかけで開
催。黒川虎

とら

之
の

助
す け

くん＝堺市＝は「登米無双や登米市のこ
とがさらに好きになりました。これからの防災の勉強
に役立てたいです」と目を輝かせていました。

東日本大震災の状況を真剣に聴く児童たち。震災のときに大変だ
ったことや準備しておくものなどについて質問が出ました。

消防関係者や佐沼中少年消防クラブの生徒が、注意喚起のリー
フレットや啓発グッズなどを配り、火の用心を呼び掛けました。

　年末年始消防特別警戒期間中の防火広報活動は12月
23日、イオンタウン佐沼で行われ、熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長や消防
関係者ら約20人が防火意識の向上を呼び掛けました。
　火を取り扱うことが多い年末年始は、ちょっとした
不注意で、火災発生の危険性が高まる時期。参加した消
防団、婦人防火クラブや佐沼中学校少年消防クラブな
どが「年末年始消防特別警戒中です。火の用心をお願い
します」と声掛けをしました。買い物に訪れた浅野静

しず

花
か

さん＝登米町中町＝は「揚げ物などの料理の際は、火の
消し忘れがないように、コンロのそばから離れないよ
うにしたい」と防火の大切さを再認識していました。
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障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、障
が
い
者
の
使
用
す

る
自
動
車
の
燃
料
費
と
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
❶
〜
❸
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
❶
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
、内
部
３
級
、療

育
手
帳
Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
・
２
級
で
自
動
車
を
所

有
し
運
転
す
る
、ま
た
は
障
が
い

者
の
た
め
に
運
転
す
る
❷
身
体
障

害
者
手
帳
下
肢
３
級
で
、自
動
車

を
所
有
し
運
転
す
る
❸
療
育
手
帳

Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
、18
歳
未
満
で
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
、内
部
３
級
の
う

ち
障
が
い
者
の
た
め
に
運
転
す
る

同
居
者
が
い
る

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
を

利
用
し
て
い
る
人
、社
会
福
祉
施

設
入
所
者
、申
請
時
に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す

普
通
自
動
車
、小
型

自
動
車
、軽
自
動
車
の
う
ち
４
輪

以
上
の
も
の

※
携
行
缶
な
ど
、対
象
車
両
以
外

の
給
油
は
出
来
ま
せ
んガ

ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
給
油
の
際
に
、利
用
券

（
１
枚
千
円
分
）を
月
２
枚（
年
間

最
大
24
枚
）ま
で
利
用
で
き
ま
す

３
月
１
日（
金
）か

ら
、各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民

係
）で
受
け
付
け
交
付
し
ま
す

❶
障
害
者
手
帳

❷
運
転
免
許
証
❸
車
検
証
❹
印
鑑

】本
人
の
住
民
税
が
非
課

税
で
次
の
❶
〜
❸
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
❶
身
体
障
害
者
手
帳
１

〜
３
級
で
、在
宅
酸
素
濃
縮
器
か
車

い
す
を
常
時
利
用
し
て
い
る
❷
療

育
手
帳
Ａ
❸
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１・２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
ま
た
は
透
析
患
者
通
院
費
助
成

事
業
を
利
用
し
て
い
る
人
は
対
象

外
で
す

タ
ク
シ
ー
に

☎

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
住
所

が
あ
り
、次
に
該
当
す
る
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

平
成
30
年
中
に
所
得
が
あ
り
❶
勤
務
先
か

ら
源
泉
徴
収
票
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い
❷
勤

務
先
で
給
与
の
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
❸

給
与
所
得
の
ほ
か
に
、農
業
や
営
業
な
ど
の

各
種
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
、配
当
所
得
、

雑
所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

※
地
域
に
よ
っ
て
申
告
相
談
日
が
異
な
り
ま

す
。申
告
日
程
や
申
告
相
談
時
に
必
要
な
も

の
は
、各
世
帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る「
所
得
の

申
告
相
談
に
つ
い
て（
ご
案
内
）」で
確
認
し

て
く
だ
さ
い

※
税
務
署（
青
色
申
告
者
、会
計
事
務
所
に
依

頼
す
る
人
を
含
む
）や
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）で
申
告
す
る
場
合

は
、市
役
所
で
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、申

告
書
附
表
を
提
出
す
る
こ
と
で
申
告
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。❶
収
入
が
ま
っ
た
く
無

か
っ
た（
他
市
町
村
に
い
る
家
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
な
ど
）❷
収
入
が
障
害
者
年
金
、

遺
族
年
金
、失
業
給
付
な
ど
の
非
課
税
所
得

だ
け

※
申
告
書
附
表
は「
所
得
の
申
告
相
談
に
つ

い
て（
ご
案
内
）」に
添
付
し
て
い
ま
す
。必
要

な
項
目
を
記
入
し
、各
申
告
会
場
、ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
課
に
３
月
15
日（
金
）ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い

　

申
告
期
間
中
、各
申
告
会
場
で
日
曜
日（
１

日
だ
け
）の
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。受
付

時
間
は
、各
会
場
と
も
午
前
が
８
時
45
分
か

ら
11
時
ま
で
、午
後
は
１
時
15
分
か
ら
３
時

30
分
ま
で
で
す
。

　

日
曜
日
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、申
告
会

場
ご
と
に
違
い
ま
す
の
で「
所
得
の
申
告
相

談
に
つ
い
て（
ご
案
内
）」で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

事
業
所
得
な
ど（
営
業
所
得
・
農
業
所
得
・

不
動
産
所
得
な
ど
）が
あ
る
人
は
、帳
簿
な
ど

の
記
帳
・
保
存
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。収

支
内
訳
書
を
作
成
し
、申
告
の
際
に
持
参
く

だ
さ
い
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、税

務
署
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。❶
青
色
申

告
を
す
る
❷
過
年
分（
平
成
29
年
分
以
前
）の

申
告
を
す
る
❸
収
用
以
外
で
土
地
、建
物
な

ど
不
動
産
を
売
却
し
た
❹
株
式
や
先
物
取
引

所
得
が
あ
る
❺
繰
越
損
失
の
申
告
を
す
る
❻

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

❼
相
続
税
法
対
象
年
金
の
申
告
を
す
る
❽
利

子
、上
場
株
の
申
告
を
す
る
❾
初
め
て
営
業
、

不
動
産
の
申
告
を
す
る

　

ま
た
、死
亡
し
て
も
確
定
申
告
が
必
要
な

場
合
は
、税
務
署
に
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
は
、事
前
に
総
務
部
税
務
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
務
部
税
務
課（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

☎

乗
る
ご
と
に
１
枚
、１
カ
月
に
４
枚

ま
で
利
用
で
き
ま
す（
１
年
間
で
最

大
48
枚
）

※
利
用
券
を
使
う
こ
と
で
、小
型
タ

ク
シ
ー
の
基
本
料
金
と
同
額
に
な

り
ま
す

３
月
１
日（
金
）か

ら
、各
総
合
支
所
市
民
課
（
市
民

係
）で
受
け
付
け
交
付
し
ま
す

❶
障
害
者
手
帳

❷
印
鑑

※
各
事
業
と
も
、平
成
30
年
１
月

１
日
以
降
に
登
米
市
に
転
入
し
た

人
は
、平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
か
ら
、住
民
税
の
課
税（
非

課
税
）証
明
書
を
、申
請
の
際
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
場
合
、被

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
、飼

養
羽
数
を
把
握
し「
早
期
の
発
見
・

通
報
」「
迅
速
・
的
確
な
初
動
」が
必

要
で
す
。ニ
ワ
ト
リ
な
ど
を
飼
っ

て
い
る
人
は
、飼
養
羽
数
を
確
認

の
上
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

次
の
種
類
の
鳥
を
１
羽

で
も
飼
っ
て
い
る
人（
ペ
ッ
ト
と

し
て
飼
っ
て
い
る
人
も
対
象
で

す
）＝
ニ
ワ
ト
リ
、ア
ヒ
ル
、ウ
ズ

ラ
、キ
ジ
、ホ
ロ
ホ
ロ
チ
ョ
ウ
、シ

チ
メ
ン
チ
ョ
ウ
、ダ
チ
ョ
ウ

２
月
15
日（
金
）ま
で

※
牛
や
豚
、１
０
０
羽
以
上
の
ニ

ワ
ト
リ
飼
育
者
、昨
年
ニ
ワ
ト
リ

の
飼
養
羽
数
の
報
告
を
し
て
い
る

人
に
は
別
途
連
絡
し
ま
す

▼
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

（
畜
産
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
３

▼
県
東
部
家
畜
保
健
衛
生
所（
防

疫
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
３
９
５



13 122019.2

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
＝
国
か
ら
配
信
さ
れ
る

情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
）か
ら
送
ら

れ
て
く
る
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急

情
報
を
、防
災
行
政
無
線
な
ど
で

確
実
に
皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、

情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

２
月
20
日（
水
）午
前
11
時

ご
ろ

総
務
部
防
災
課

（
防
災
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
３
０

❶

❷

❸

市
は
、市
政
に
市
民
の
意
見
や

要
望
を
反
映
さ
せ
、住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
す
た
め
、市
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

20
人
以
内
・
１
年

間

❶
20
歳
以
上
で
、市
内
に

１
年
以
上
住
ん
で
い
る
❷
地
方
公

共
団
体
の
職
員
で
な
い
❸
モ
ニ

タ
ー
の
職
務
を
積
極
的
に
履
行
で

き
る

❶
市
政
に
対
し
、
建
設
的

な
意
見
や
要
望
な
ど
を
随
時
提
出

❷
モ
ニ
タ
ー
会
議（
年
３
回
程
度
）

へ
の
出
席
❸
市
政
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
へ
の
回
答
❹

市
長
か
ら
出
席
の
要
請
が
あ
る
会

議
な
ど
へ
の
出
席

❶
住
所
❷
氏
名
❸
生

年
月
日（
年
齢
）❹
電
話
番
号
を
任

意
の
様
式
に
記
入
し
、市
役
所
迫

庁
舎（
２
階
）の
総
務
部
市
長
公

室（
広
報
広
聴
係
）ま
で
持
参
す

る
か
、電
子
メ
ー
ル
、郵
送
の
い
ず

れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

２
月
15
日（
金
）ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

総
務

部
市
長
公
室（
広
報
広
聴
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１　

登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
６
番
地

１☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０ 

糸koho@
city.tom

e.m
iyagi.jp 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
な
ど
の

４
団
体
が「
平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成

事
業
）」で
、備
品
な
ど
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
受
託
収
入
を
財

源
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど

の
健
全
な
発
展
と
社
会
福
祉
の
向

上
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。購
入
し
た
備
品
な
ど
は
次
の

通
り
で
す
。

　

登
米
市
、栗
原
市
、一
関
市
、平
泉

町
の
４
市
町
連
携
に
よ
る
合
同
婚

活
事
業
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。男
女
が
楽
し
く
交
流
で

き
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
の
で
、出
会
い
が
な
い
と
感
じ
て
い

る
人
や
婚
活
に
関
心
が
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３
月
10
日（
日
）午
前
11
時

〜
午
後
４
時
30
分（
受
け
付
け
＝

午
前
10
時
30
分
〜
）

伊
豆
沼
農
産（
迫
町
新
田

字
前
沼
１
４
９
―
７
）

20
〜
30
代
の
独
身
の
人
＝

男
女
各
30
人

❶
登
米
市
、栗

原
市
、一関
市
、平
泉
町
に
在
住
し
て

い
る
人
❷
２
月
24
日（
日
）の
事
前

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
で
き
る
人 

※
女
性
の
申
込
条
件
は
あ
り
ま
せ

ん

男
性
＝
５
千
円
、女
性

＝
３
千
円

参
加
希
望
者
は
、必

要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
書
を
２

月
12
日（
火
）ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
提
出
願
い
ま
す
。

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
で
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。参
加
が
確
定
し
た
人

に
は
、２
月
18
日（
月
）ま
で
に
連
絡

し
ま
す

グ
ラ

フ
ィッ
ク・ト
イ

☎
０
２
２（
３
９
８
）４
３
５
３

（
申
込
受
付
時
間
＝
平
日
午
前
11

時
〜
午
後
５
時
）

０
２
２（
７
９
７
）４
８
８
４

糸4tom
econ@

gm
ail.com

３
月
３
日（
日
）

◉

木
島
上た

か
し

氏（
イ
ン
タ
ー
サ
ー

ブ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
開
発
事
務
所

代
表
取
締
役
）

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

（
受
け
付
け
＝
午
前
９
時
30
分
）

◉

▼
１
対
１
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
タ
イ
ム（
午
後
１
時
〜
２
時
）▼
フ

リ
ー
タ
イ
ム（
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
）

■

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼

男
性
＝
５
千
円
、女
性

＝
２
千
円男

女
各
15
人

25
〜
49
歳
ま
で
の
独
身

男
女（
セ
ミ
ナ
ー
参
加
必
須
）

２
月
20
日（
水
）午
後

６
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ピ
ふ

る
ネ
ッ
ト（
千
葉・伊
藤
）

☎
０
７
０（
５
４
７
４
）４
６
８
３

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、市
内

在
住
者
ま
た
は
勤
務
者
を
優
先
し

ま
す
。た
だ
し
、女
性
は
そ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん

※
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
は
、独
身
の
皆

さ
ん
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る

も
の
で
あ
り
、個
別
に
交
際
、結
婚

相
手
を
紹
介
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　

都
市
公
園
に
設
置
す
る
自
動
販

売
機
の
設
置
者
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
場
合
は
、次
の
方
法
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
自
動
販
売
機
の
設
置
に
か
か

る
電
気
料
は
、設
置
者
負
担

必
要
書
類（
仕
様

書
、申
込
書
な
ど
）を
建
設
部
住

宅
都
市
整
備
課（
市
役
所
中
田
庁

舎
２
階
）で
受
け
取
る
か
、市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、募
集
内
容
を
確
認
の

上
、参
加
申
込
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
公
募
設
置
希
望
者
が
複
数
の
場

合
は
、抽
選
で
設
置
者
を
決
定
し

ま
す

中
江
中
央
公
園
、萩

洗
公
園
＝
各
１
台
ず
つ

月
額
１
万
円

１
月
21
日（
月
）〜
２

月
15
日（
金
）

※
郵
送
不
可

建
設
部

住
宅
都
市
整
備
課（
都
市
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

　
「
全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
」

の
今
年
の
テ
ー
マ
は「
少し

ょ
う

酒し
ゅ

」。お

酒
の
飲
み
過
ぎ
は
、高
血
圧
、糖
尿

病
、心
疾
患
、脳
卒
中
な
ど
の
生
活

習
慣
病
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

　

市
内
の
飲
酒
状
況
は
、成
人
男

性
の
半
数
が「
毎
日
飲
酒
す
る
」と

回
答
し
て
お
り
、県
内
35
市
町
村

中
２
番
目
に
多
い
割
合
で
す
。お

酒
は
適
量
に
し
、週
２
日
以
上
休

肝
日
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

ビ
ー
ル
＝
中
ビ
ン

１
本（
５
０
０
㍉
㍑
）、日
本
酒
＝

１
合
、ウ
イ
ス
キ
ー
＝
ダ
ブ
ル
１

杯
、缶
酎
ハ
イ
＝
１
缶（
３
５
０
㍉

㍑
）、焼
酎
＝
０
・
６
合
、ワ
イ
ン
＝

グ
ラ
ス
２
杯

※
女
性
、高
齢
者
や
お
酒
の
弱
い

人
は
、半
分
の
量
が
目
安
に
な
り

ま
す
。高
齢
者
は
、体
力
の
衰
え
と

共
に
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
機
能
が
低

下
し
ま
す
。女
性
は
、男
性
に
比
べ

  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）

  【問い合わせ】登米市民病院

  ☎0220（22）5511

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊊
☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
◉ ☎

☎

☎

　将来を担う子どもたちへ、より良いかたちで登米
市を引き継いでいくため、平成30年10月に学識経験
者や市民団体の代表、公募市民、行政との合同で「公
共施設を考える会」を設置し、公共施設の在り方を検
討しています。考える会での主な意見について、次の
とおり紹介します。
◉
・建物の施設管理よりも、その建物をどう運営するか
が最終的には重要である。
・建物の維持には経費がかかるので、民間と協力しな
がら稼ぐことも積極的に考えていかなければならな
い。
◉
・行政が民間の立場になってやっていかないければ
ならないなどの経営感覚が必要である。
・長く施設を運営していける手法や人が集まるよう
な施設などを民間に学び、どのように取り入れてい
くかが、公共施設整備の要点である。
◉
・民間の活力をどう使うか、民間の事業者とどう協力
するかが重要であり、除却と判断した施設であって
も、民間では十分に生かせるというものもある。
・民間が参画する意欲を高めるチャンスを作ったら

どうか。
◉
・今後の市の方向性、20、30年後どういうまちにした
いのか、そういった視点に基づいて考えていかなけ
ればならない。
・地域の強みや資源を生かした施設の方向性を期待
したい。おしゃれで明るい場所が、もっと増えると良
いと思う。
◉
・民間事業者が、公共施設を利用してビジネスを展開
すれば、人が訪れて地域の活性化につながる。
◉
・キーワードは子供ではないか。未来を担う子どもた
ちに対してどのくらい投資するか。
・多種多様な人たちが機能的に暮らしていける社会
をつくる中で、女性の視点も重要になってくる。
・子育てに関する施設を再編や新設し、充実させない
と、少子化・人口減少の中で、移住者もなく、出産する
人も少なくなっていく。
◉
・考える会で出た意見は施設ごとに方向性を検討し、
その内容について、１月30日に開催する「公共施設を
考える会」でさらに意見を頂きます。

肝
臓
が
小
さ
い
こ
と
や
女
性
ホ
ル

モ
ン
が
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
抑

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
地
域
保
健
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

冬
季
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
増
え
る
季
節
で
す
。

食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

手
を
よ
く
洗
い
、食
品
の
洗
浄
・
加

熱
や
調
理
器
具
の
洗
浄
・
消
毒
の

徹
底
が
重
要
で
す
。

　

登
米
保
健
所
で
は
、食
品
に
関

わ
る
従
事
者
な
ど
を
対
象
に
、職

員
が
講
師
に
な
り
、食
中
毒
予
防

の「
ア
ク
テ
ィ
ブ
出
前
講
座
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。参
加
は
無
料
で

す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

登
米
保
健
所（
食

品
薬
事
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
２
０

総務部総務課（財産係）
☎0220（22）2091

※次号は公共施設マネ
ジメントに関する市民
説明会の開催について
お知らせします

 ❶
 ▶
　
　
 ❷
 ▶

☎

　

☎

　
「
第
57
回
全
国
俳
句
大
会
」（
俳
人

協
会
主
催
）は
９
月
11
日
、東
京
都
の

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、藤

野
尚な

お

之ゆ
き

さ
ん（
迫
町
光
ヶ
丘
東
）が
秀

逸
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。藤
野
さ
ん

は
、53
、54
回
大
会
に
続
き
３
度
目
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
を
主
催
す
る
俳
人
協
会
は
、

国
内
に
３
つ
あ
る
大
き
な
団
体
の
一

つ
。今
大
会
は
１
万
３
３
６
０
の
投

句
が
あ
り
ま
し
た
。

【
受
賞
作
】

　

受
賞
作
は
、５
年
に
１
度
、和
牛
の

日
本
一
を
決
め
る「
第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
」で
、第
２

区
に
出
品
し
た
小
野
寺
正ま

さ

人と

（
迫
町

菱
の
倉
）さ
ん
が
日
本
一
に
当
た
る

優
等
賞
１
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
感

銘
し
、お
祝
い
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

正
月
の
子
牛
の
様
子
を
詠
ん
だ
句
で

す
。藤
野
さ
ん
は「
お
め
で
た
い
出
来

事
を
祝
う
渾こ

ん

身し
ん

の
一
句
で
し
た
。受

賞
し
、大
変
う
れ
し
い
で
す
」と
笑
顔

で
話
し
て
い
ま
し
た
。
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迫

登米
　「登米支部婦人防火クラブ研修会」（同支部主催、後藤久

く

美
み

子
こ

支部長）は12月11日、登米公民館で開かれ、地区役員や
自主防災会代表など約30人が参加しました。
　研修会は「将来起こりうる災害へどう備えるか」と題し、
自衛隊宮城地方協力本部登米地域事務所鈴木敦

あつし

所長を講
師に迎え実施。災害に関する基礎知識、非常食の備蓄法や避
難の際に知っておくことなどを学び、参加者は災害に備え
る意識をより一層高めていました。

東和
　「東和地区青少年育成講演会」（青少年のための登米市民
会議東和支部主催、秋山宏

こう

会長）は12月18日、東和中学校
で開かれ、生徒と保護者約200人が参加しました。
　講演会は、NPO法人「地球のステージ」の桑山紀

のり

彦
ひこ

代表理
事が、国際紛争地の医療支援や東日本大震災で被災した地
域の復興支援などを、映像や楽器演奏を交えて紹介。生徒た
ちへ「広く世界に目を向けながら、故郷を愛し故郷を支える
大人になってください」とメッセージを送りました。

中田

石越
　「第25回東京いしこし会総会・交流会」（東京いしこし会
主催）は12月１日、東京都台東区上野のグリーンパークで
開かれ、石越町出身者など71人が旧交を温めました。
　交流会では、石越民謡同好会による民謡や東京いしこし
会会員による尺八と歌などが披露。石越産米が当たるお楽
しみ抽選会や漬物、日本酒などの地場産品販売会も催され
ました。参加者は、久しぶりの再会に話が弾み、会場中に笑
顔があふれていました。

津山
　津山地区の「交通死亡事故ゼロ10年間感謝状表彰式」は
12月11日、津山総合支所で行われ、宮城県警察本部長から
津山地区へ感謝状が贈られました。
　津山地区は、2008年12月から交通死亡事故ゼロを継続
し、18年12月７日で10年間を達成。表彰式に参列した交
通安全協会津山支部の須藤仲

ちゅう

一
いち

支部長は「この表彰を励み
に官民協力し、交通死亡事故ゼロを継続したい」と決意を新
たにしていました。

米山
　「エンターテイメント～TOMEフェスティバル～Xmasス
ペシャル2018」（同実行委員会主催）は12月23日、飛鳥未来
きずな高校登米本校で開かれ、約400人が来場しました。
　このイベントは、市内で活動しているミュージシャンが登
米市シティプロモーションサポーターになり、サポーター同
士の新しい出会いが生まれたことがきっかけで開催。キレの
あるダンス、迫力ある歌などが披露され、会場は大いに盛り
上がりました。

南方
　「中学生のための子育て理解講座『赤ちゃん抱っこ・妊婦
体験』」は11月28日、南方農村環境改善センターで開かれ、
南方中学校（岩渕幸

こう

市
いち

校長、生徒234人）の３年生78人が参
加しました。
　講座は「命」「家族」「子育て」などの大切さを学ぶことが目
的。妊婦体験スーツを着て、妊婦の大変さを疑似体験した
り、実際に赤ちゃんを抱いたりしました。生徒らは、将来に
つながる貴重な体験に真剣に取り組んでいました。

TOWNS TOPICS

　浅水小学校（今野英
ひで

俊
とし

校長、児童86人）の「放課後子ども
教室クリスマスケーキ作り」は12月７日、浅水ふれあいセ
ンターで開かれ、１～６年生の児童43人が参加しました。
　１人ずつ用意された丸いスポンジケーキに、真剣な表情
で生クリームを塗る姿はまるでパティシエ。マシュマロで
作った雪だるまをケーキに乗せ、フルーツやチョコレート
を飾り付けました。児童らは「上手にできたので、食べるの
が楽しみです」と笑顔でケーキを家に持ち帰りました。

　豊里地区の「交通死亡事故抑止功労表彰式」は12月３日、
豊里公民館で行われ、登米市交通安全対策協議会と登米警
察署から豊里地区コミュニティ推進協議会（佐々木信

のぶ

義
よし

会
長）へ褒状が贈られました。
　豊里地区は、2010年９月15日から交通死亡事故ゼロを
継続し、12月２日で3000日を達成。佐々木会長は「さらに
地域が一丸となり、今後も記録を伸ばしていきたい」と力強
く決意を述べました。

豊里

　新田中学校（渡邊峻
たかし

校長、生徒78人）の「『歓喜に寄す』を
歌う会」は12月14日、同校で開かれ、冬の夜空に生徒の美
しいハーモニーが響き渡りました。
　今回で29回目を迎えた歌う会では、イルミネーションの
明かりの中「登米市市民歌」「大地讃

さん

頌
しょう

」「歓喜の歌」「ふるさ
と」などを合唱しました。また、生徒代表が「ベートーベンと
第九」「歓喜に寄す」を朗読。訪れた保護者や地域住民から、
大きな拍手が送られました。
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Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

☎
☎
☎

　フレイルとは「虚弱」を意味し、高齢で心身の活力（筋力、認知機能、社会
とのつながりなど）が低下した状態のことをいいます。
　フレイルは、筋力などの身体機能の低下より先に、社会参加などの交流
が減ったり、口の機能が低下したりすることが原因です。

市民生活部健康推進課（健康推進係）　☎0220（58）2116

　市内図書館（室）では、平成26年度から雑誌コー
ナーの充実、利用者サービスの向上を目的に「雑誌ス
ポンサー制度」を導入しています。
　この制度は、図書館雑誌の購入費をスポンサーに
負担いただく代わりに、最新号のカバー（指定サイ
ズ）にスポンサー広告を掲載する制度です。
　地域の知識・教養をサポートする貢献活動として、
ぜひスポンサーの協力をお願いします。

迫図書館　☎0220（22）9820
　

フレイル　　　の３つの柱
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2018年６月18日生まれ
迫町・萩洗　昌幸さんの三女

ちゃん（６カ月）

２人のお姉ちゃんと笑って泣いて、
たくさん遊ぼうね。３人のパパママ
にしてくれてありがとう。

Young
Monthly Hot Communication

　170㌢でＢ型です。
　豊里町にあるリハビリ型デイ

サービスで働いています。仕事は、リハビリ
専門の機器を使い、運動機能の回復を目指し
たプログラムに取り組む利用者のサポート
をしています。人の役に立つ仕事をしたかっ
たので、４年前に介護初任者研修資格を取得
し、介護の道に進みました。車いすだった人
が、リハビリで歩けるようになっていく姿を
見ると、とてもうれしくなりますし「ありが
とう」と言われると、人の役に立てたことが
実感できて、本当にやりがいを感じます。今
は、介護福祉士の資格取得に向けて勉強を頑
張っています。

　マイペースですね。何でも自
分のペースでやりたいので、急かされるのは
苦手です。

　出掛けることが多いです。趣味が
バイクと釣りなので、蔵王まで友達とバイク
で行ったり、海で釣りをしたりしています。
コーヒーが好きなので、カフェ巡りをするこ
ともあります。

　スノーボードで
す。今シーズンから本格的に始めようと道具
を一式揃えました。

　食べ歩きやアウトドアを
一緒に楽しんでくれる人がいいですね。人と
接する上で、笑顔が一番大事だと思っている
ので、笑顔を心掛けている人が理想です。

　暮らしやすくて落
ち着く、ちょうどいい田舎だと思います。ス
ポーツ施設や若者向けの娯楽施設が、もう少
し充実しているとうれしいですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome

Monthly Hot Communication

Child

ちゃん（２歳） くん（１歳）

2016年10月10日生まれ
迫町・新町　直人さんの長女
あなたの笑顔に毎日元気をもらって
います。伸び伸び大きくなってね。

2017年10月６日生まれ
迫町・錦西　青志さんの次男
男の子だけど、まつ毛パッチリです。
３歳になるお兄ちゃんと遊ぶのが大
好きです。

思い出がいっぱい詰まる家を
　私には、建築士になりたいという夢があ
ります。
　小さい頃に、自由帳に憧れの家を描いた
ときに「家を描くのって楽しい」と思ったの
がきっかけでした。始めは、家の形を描いて
いただけでしたが、描き続けるにつれて、間
取りも描きたくなりました。それで自分で
「夢の間取りノート」を作り、本格的な間取
りを描き始めました。そのノートは、今では
20冊目になりました。
　私が建築士になれたら、まず最初にやり
たいことがあります。それは、私が夢に向
かって頑張っていけるように応援してくれ
ている家族に家を建ててあげることです。
そして、お客さんに「思い出がいっぱい詰ま
る家」を建ててあげて、笑顔になってもらい
たいです。
　建築士という夢に向かい、たくさん努力
をして進んでいきます。
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こ
こ
に
住
ん
で
40
年
は

た
つ
け
れ
ど
、生
ま
れ
は
二
人
と

も
志
津
川
な
の
。

学
校
卒
業
後
、県
外
に

い
た
け
ど
、チ
リ
地
震
津
波
を
機

に
志
津
川
に
帰
っ
て
就
職
し
た
の
。

勤
め
先
に
お
母
さ
ん
が
入

社
し
て
き
て
ね
。か
わ
い
く
て
気

配
り
も
で
き
る
か
ら
、な
ん
と
か

ゲ
ッ
ト
し
な
い
ど
と
思
っ
た
ね

（
笑
）。

今
で
も
気
配
り
上
手
だ
ね
。

責
任
感
が
強
い
ね
。引

き
受
け
た
仕
事
は
な
ん
で
も
一
生

懸
命
や
る
の
。

「
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
」

　

わ
が
家
の
近
く
に
大
き
な
池

が
あ
り
ま
し
た
。

　

春
に
な
る
と
、ガ
マ
ガ
エ
ル
が

来
て
卵
を
産
み
、池
一
面
が
真
っ

黒
に
な
る
ほ
ど
の
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
が
か
え
り
ま
し
た
。

　

夏
に
は
、カ
ワ
セ
ミ
が
来
て
巣

を
作
り
ま
し
た
。水み

な

も面
に
映
る
美

し
い
姿
に
、子
ど
も
な
が
ら
に
感

動
し
た
も
の
で
す
。魚
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。魚
が
い
る
所
に
釣

り
糸
を
垂
ら
し
て
も
、私
の
糸
に

は
、１
匹
も
か
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

秋
は
紅
葉
、木
々
は
足
早
に
葉

を
落
と
し
、寒
い
寒
い
冬
が
や
っ

て
来
ま
す
。池
は
全
面
が
凍
結
し
、

ス
ケ
ー
ト
場
に
変
わ
り
ま
す
。ス

ケ
ー
ト
靴
な
ど
な
い
時
代
で
す
。

竹
を
割
り
、し
な
ら
せ
、両
足
に

縛
り
付
け
、ス
キ
ー
の
よ
う
に
滑

Monthly Hot Communication

One's Home

　

今
月
は
、道
の
駅
米
山「
ふ
る
里

セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」の
山
崎
準じ

ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

駅
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー

が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。辛
さ
を

０
か
ら
30
倍
ま
で
選
ぶ
こ
と
が
で

き
、辛
さ
が
病
み
つ
き
に
な
る
と

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
で
す
。

　

好
評
を
得
て
い
る「
イ
チ
ゴ
ま

つ
り
」を
２
月
23
、24
日
に
開
催
し

ま
す
。期
間
中
、イ
チ
ゴ
ソ
フ
ト
と

イ
チ
ゴ
ア
イ
ス
を
特
別
価
格
で
提

供
し
ま
す
。米
山
産
イ
チ
ゴ「
も
う

い
っ
こ
」は
人
気
商
品
。売
り
切
れ

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め
に

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、米
山
町
出
身
の
陶
芸
家
、

鈴
木
由ゆ

香か

さ
ん
の
作
品
展
を
同
時

開
催
し
ま
す
。沖
縄
県
壺つ

ぼ

屋や

焼や
き

や

栃
木
県
益ま

し

子こ

焼や
き

で
学
ん
だ
伝
統
工

芸
技
術
を
基
に
制
作
し
た
器
な
ど

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
だ
ね
。地

域
の
人
た
ち
に
声
を
掛

け
で
、み
ん
な
で
や
っ
て
る
よ
。

県
外
で
大
会
の
と
き
は
、

観
光
も
兼
ね
て
４
、５
日
く
ら
い

行
っ
て
く
る
の
。

け
ん
か
は
次
の
日
に
持
ち

越
さ
な
い
こ
と
。け
ん
か
し
て
る

時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
ね
。

健
康
で
毎
日
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
の
よ
う
な
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
、地
域
の
親

睦
を
深
め
て
い
き
た
い
ね
。

限
り
あ
る
人
生
。け
ん
か
し
て
る
暇
は
な
い

り
ま
す
。辺
り
が
暗
く
な
る
ま
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
。何
も
な
い
時

代
で
し
た
が
、自
然
に
育
ま
れ
成

長
で
き
た
事
を
幸
せ
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
に
入
学
し
た
の
が
、

１
９
４
９（
昭
和
24
年
）４
月
。田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
を
通
り
、深
い
山

道
を
抜
け
、県
道
に
出
る
と
、そ

の
先
に
小
学
校
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
足
で
は
１
時
間
余
り

の
道
。雨
に
も
風
に
も
負
け
ず
に

通
っ
た
６
年
間
で
し
た
。中
学
校

は
平
た
ん
な
道
の
り
、高
校
は
砂

利
道
を
埃ほ

こ
り

に
ま
み
れ
な
が
ら
自

転
車
で
通
学
し
ま
し
た
。今
、丈

夫
な
体
が
あ
る
の
は
、ふ
る
さ
と

の
自
然
に
鍛
え
ら
れ
た
も
の
と

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

東
京
米
山
会
に
携
わ
っ
て
17

年
余
り
。年
々
参
加
者
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。昔
と
違
い
少
子

化
に
な
っ
た
こ
と
、新
幹
線
の
開

通
で
、ふ
る
さ
と
が
近
く
な
っ
た

こ
と
な
ど
、関
東
圏
に
出
る
人
も

少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。１

年
に
１
度
の
総
会
に
は
、懐
か
し

の
面
々
が
ふ
る
さ
と
の
香
り
を

求
め
て
集
い
ま
す
。登
米
市
の

方
々
に
も
、ご
出
席
い
た
だ
き
、

近
況
な
ど
を
伝
え
て
も
ら
い
ま

す
。ふ
る
さ
と
の
物
産
の
販
売
な

ど
も
あ
り
、い
つ
も
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

の
展
示
販
売
で
す
。さ
ら
に
、２
月

23
か
ら
３
月
４
日
ま
で「
つ
る
し

雛び
な

ま
つ
り
」を
開
催
。イ
チ
ゴ
を

テ
ー
マ
に
し
た
つ
る
し
び
な
な
ど

を
お
休
み
処
で
展
示
販
売
し
ま
す

の
で
、こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。道

の
駅
米
山「
ふ

る
里
セ
ン
タ
ー
Ｙ
・
Ｙ
」

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
７
４
７

●
３
月
号
は
俳
句・川
柳
で
す
。住
所・氏
名・電
話

番
号
を
記
入
し
、１
月
31
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

リ
ズ
ム
遊
び

】白
鳥

ゆ
め
っ
子
園

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
０
８

験
教
室（
小
学
生
対
象
・
無
料
）＝

23
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
正
午

東
北
職
業
能
力
開

発
大
学
校（
学
務
課
）

☎
０
２
２
８（
２
２
）６
６
１
４

　

親
子
で
体
験
保
育
が
で
き
ま

す
。希
望
者
は
３
日
前
ま
で
に
電

話
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

２
月
20
日（
水
）午
前
９
時

45
分
〜
11
時

白
鳥
ゆ
め
っ
子
園

３
歳
未
満
児

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

２
月
17
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
３
時
30
分

南
方
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

で「
第
17
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ

ジ
ョ
ン
」を
開
催
し
ま
す
。

２
月
22
日（
金
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
、２
月
23
日

（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学

校（
栗
原
市
築
館
字
萩
沢
土
橋
26
）

「
も
の
づ
く
り 

ひ
と
づ

く
り 

地
域
と
と
も
に
」

▼
記
念
講
演
＝
22
日（
金
）

午
後
３
時
〜
５
時
／
演
題「
Ｉ
ｏ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
時
代
の
も
の
づ
く
り
ひ

と
づ
く
り
」／
講
師
＝
山さ

ん

藤と
う

康や
す

夫お

氏（
日
鉄
住
金
総
研
株
式
会
社
客

員
研
究
主
幹
）▼
も
の
づ
く
り
体

　

今
年
の
秋
に
完
成
予
定
の「（
仮

称
）新
登
米
懐
古
館
」の
最
新
情
報

を
、ど
こ
よ
り
も
早
く
お
届
け
し

ま
す
。新
国
立
競
技
場
を
手
掛
け

る
隈
研け

ん

吾ご

氏
に
よ
る
斬
新
な
設
計

内
容
や
貴
重
な
展
示
物
の
紹
介
な

ど
地
域
に
開
い
た
懐
古
館
の
魅
力

を
伝
え
ま
す

❷「
交
流
サ
ロ
ン
」（
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分
）

※
個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。事
前
申
込
は
不
要
で
す
の
で

当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

中
会
議
室
）

宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）

☎
０
２
２（
３
９
３
）５
５
０
１

　
「
第
11
回
子
ど
も
た
ち
が
考
え

る
登
米
市
の
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー

ル
」の
出
展
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
魅
力
を
再

発
見
し
な
が
ら
、自
由
な
発
想
、ア

イ
デ
ア
で「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」

を
テ
ー
マ
に
、未
来
の
登
米
市
を

描
い
て
い
ま
す
。豊
か
な
感
性
、創

造
力
に
満
ち
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。２

月
８
日（
金
）〜
17
日

（
日
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼

小
学
５
年
生
部
門
１

校
18
点
、小
学
６
年
生
部
門
８
校

25
点
、中
学
生
部
門
２
校
４
点

企
画
部
市
民
協
働

課（
市
民
活
動
支
援
係
）

タ
ー

舞
台
発
表
、民
俗
芸
能
、大

抽
選
会
な
ど

※
紅
白
餅
な
ど
を
無
料
で
差
し
上

げ
ま
す（
数
量
限
定
）

教
育
委
員
会
教
育

部
生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
推
進

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

　

人
と
人
が
つ
な
が
る
豊
か
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指
し

て「
第
８
回
佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
祭
り
」を
開
催
し
ま
す
。郷
土

料
理
の
餅
や
は
っ
と
の
提
供
、体

育
館
で
は
昔
な
が
ら
の
遊
び
体
験

が
で
き
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
ま
す
。

２
月
24
日（
日
）午
前
９
時

〜
午
後
３
時

迫
公
民
館

無
料

各
町
内
会
の
演
芸
発
表
、                

作
品
展
示
、ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

＆
カ
フ
ェ（
無
料
）、工
作
体
験

※
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、餅
や

は
っ
と
を
５
０
０
食
限
定
で
無
料

提
供
し
ま
す
。は
ず
れ
く
じ
な
し

の
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

佐
沼
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会（
迫
公
民
館

内
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）７
３
２
４

２
月
15
日（
金
）〜
18
日

（
月
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼
の
営

業
時
間
内（
18
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
佐
沼（
セ

ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト
）

高
等
部
生
徒
に
よ
る

作
業
製
品
の
販
売
＝
２
月
16
日

（
土
）午
前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時

45
分

宮
城
県
立
迫
支
援

学
校（
担
当
＝
河
原
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
４
８
４

　

聴
覚
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、

関
係
者
な
ど
、誰
で
も
参
加
で
き

る
サ
ロ
ン
で
す
。手
話
や
筆
談
な

ど
、安
心
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
で
対
応
し
ま
す
。気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２
月
22
日（
金
）

❶「
最
新
情
報
！
登
米
懐

古
館
を
整
備（
歴
史
と
文
化
の
発

信
拠
点
を
目
指
し
て
）」（
午
後
１

時
〜
２
時
30
分
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎ ☎

㊎
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▼
一
般
事
務
、窓
口

受
付
▼
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助
、一

般
事
務
、窓
口
事
務

佐
沼
税
務
署（
迫
町
佐

沼
字
沼
向
１
０
９
）

高
卒
程
度

８
８
０
〜
９
０
０
円

２
月
１
日（
金
）〜
３

月
29
日（
金
）

※
雇
用
期
間
や
勤
務
時
間
な
ど
は

仕
事
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

の
で「
２
番
」を
選
ん
で
く
だ
さ
い

■

満
18
歳
以
上
の
人（
１
人

２
点
ま
で
）１

点
に
つ
き
千
円

サ
イ
ズ
は
原
則
40
号

（
長
辺
１
０
０
㌢
ま
で
）／
テ
ー
マ

は
自
由
／
日
本
画
・
洋
画
で
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
で
あ
る
こ
と

※
作
品
は
額
に
収
め
、額
ひ
も
を

付
け
る
こ
と

４
月
13
日（
土
）

■

登
米
市
内
お
よ
び
近
隣
市

町
の
小
、中
、高
校
生

登
米
祝
祭
劇
場
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
、必
要
事

項
を
記
入
の
上
、郵
送
か
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
送
付
、ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
電
話
、メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可

登
米
祝
祭
劇
場

☎
０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
１

０
２
２
０（
２
２
）０
１
１
５

糸info2@
tom
e-syukusai.or.jp

　

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
は
、医
療
保
険（
国
保
や

社
保
な
ど
）と
介
護
保
険
の
自
己

負
担
額
が
著
し
く
高
額
に
な
る
場

合
に
、そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

の
１
年
間
の
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
も
と
に
、支

給
額
を
平
成
30
年
７
月
31
日
現
在

に
加
入
し
て
い
た
国
保
や
社
保
な

ど
の
医
療
保
険
者
が
計
算
し
ま

す
。同
一
世
帯
で
も
、異
な
る
医
療

保
険
と
の
合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

高
額
療
養
費
、高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る

金
額
は
除
か
れ
ま
す
。自
己
負
担

度
で
す
。医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、申

請
に
よ
り
そ
の
超
え
た
金
額
を
支

給
し
ま
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
で
自
己
負
担
を
し
た
世

帯

８

月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

限
度
額
を
超
え
た
額
が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

◉
　

合
算
制
度
の
支
給
対
象
者
に

は
、３
月
以
降
に
通
知
し
ま
す
。た

だ
し
、平
成
29
年
８
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
７
月
31
日
ま
で
の
間
に

転
出
し
た
人
は
、医
療
保
険
者
が

把
握
で
き
な
い
こ
と（
国
民
健
康

保
険
だ
け
）や
他
の
医
療
保
険
か

ら
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
に
変
わ
っ
た
人
は
、申

請
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。自
己
負
担
限
度
額

な
ど
を
参
考
に
、対
象
と
な
る
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
異
動
前
の
自
己
負
担
額
証
明
書

が
必
要
で
す

◉
　

手
続
き
方
法
、支
給
時
期
な
ど

は
保
険
者
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者（
事
業
所
な
ど
）に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◉
　

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
な
ど

の
受
給
者
で
、す
で
に
助
成
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、高
額
介
護
合

算
療
養
費
支
給
分
が
過
払
い
に
な

る
た
め
、医
療
費
の
調
整
ま
た
は

返
還
が
生
じ
ま
す
。該
当
者
に
は

別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
国
民
健
康
保
険

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
保
険

給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
給
付
課

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年
金

医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

▼
介
護
保
険

福
祉
事
務
所
長
寿
介
護
課（
介
護

給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
の

地
域
づ
く
り
事
業
の
事
例
を
発
表

し
、情
報
交
換
を
通
じ
て
、よ
り
良

い
地
域
づ
く
り
活
動
の
参
考
に
す

る
た
め「
地
域
づ
く
り
事
業
事
例

発
表
会
」を
開
催
し
ま
す
。

１
月
29
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
11
時
40
分

宝
江
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
中
田
町
宝
江
黒
沼
字
浦
38
―
３
）

市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
、地
域
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業

補
助
金
活
用
団
体
か
ら
の
事
例
発

表
、意
見
交
換
会企画

部
市
民
協
働
課

ま
で
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

企
画
部
市
民
協
働

課（
市
民
活
動
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

出
産
予
定
日
ま
た
は

出
産
日
の
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月

間※
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、出
産
予

定
日
ま
た
は
出
産
日
の
月
の
３
カ

月
前
よ
り
６
カ
月
間
が
免
除

※
出
産
と
は
、妊
娠
85
日（
４
カ

月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す（
死

産
、流
産
、早
産
を
含
む
）

国
保
年
金
第
１
号
被
保

険
者
で
出
産
日
が
２
月
１
日
以
降

の
人

出
産
予
定
日
の
６
カ

月
前
か
ら
申
請
可
能
で
す

※
た
だ
し
、申
請
が
で
き
る
の
は

平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

各
総
合
支
所
市
民
課

（
市
民
係
）

申
請
書
を
提
出
で
き

る
よ
う
に
な
る
４
月
か
ら
年
金
事

務
所
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

の
窓
口
に
備
え
付
け
ま
す

▼
出
産
前
に
届
け
出

を
す
る
場
合
＝
母
子
健
康
手
帳
な

ど
▼
出
産
後
に
届
け
出
を
す
る
場

合
＝
出
産
日
は
市
役
所
で
確
認
で

き
る
た
め
原
則
不
要
。た
だ
し
、被

保
険
者
と
子
が
別
世
帯
の
場
合

は
、出
生
証
明
書
な
ど
の
出
産
日

や
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書

類▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

糸shim
inkyodo@

city.tom
e.

m
iyagi.jp

　

人
権
尊
重
の
普
及
と
正
し
い
理

解
や
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、映
画「
君
の
笑
顔
に
会
い
た
く

て
」の
上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

２
月
２
日（
土
）午
後

２
時
〜（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

豊
里
公
民
館（
中
ホ
ー
ル
）

２
０
０
人

無
料（
入
場
整
理
券
は

事
前
に
各
総
合
支
所
窓
口
で
配

布
）

犯
罪
を
犯
し
て
し

ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、更
正
を
助
け
て
き
た
宮
城
県

名
取
市
在
住
の
保
護
司
・
大
沼
え

り
子こ

さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し「
地
域

社
会
と
家
族
の
再
生
」を
テ
ー
マ

に
保
護
司
の
活
動
や
苦
悩
、喜
び

を
描
い
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

下田中53番地8
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▼
で
き
て
い
ま
す

か
、家
計
の
や
り
く
り
▼
お
買
い

も
の
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
み
よ
う
▼

マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ム
旅
行
に
Ｇ

Ｏ
▼
夢
や
目
標
を
叶
え
る
た
め
に

▼
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
▼
社
会
人
に
な
る
前
に
必

要
な
金
融
知
識
▼
う
ま
い
話
に
ご

用
心
〜
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
遭

わ
な
い
た
め
に
〜

東
北
財
務
局
金
融
監
督
第
三
課

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

☎
０
２
２
９（
２
１
）７
０
２
２

　

性
暴
力
被
害
者
か
ら
相
談
を
受

け
、希
望
に
応
じ
た
支
援
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
拠
点
と
し
て

「
性
暴
力
被
害
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
宮
城
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
、警

察
や
医
療
機
関
へ
の
付
き
添
い
、

被
害
に
伴
う
受
診
費
用
の
助
成
、

警
察
へ
の
届
け
出
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
人
の
支
援
な
ど
に
対
応
し

て
い
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
月
〜
金
曜
＝
午
前

10
時
〜
午
後
８
時
▼
土
曜
＝
午
前

10
時
〜
午
後
４
時（
日
曜
、祝
日
、

迫
町
内（
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

開
催
日
５
日
前
ま
で

◉❶
ワ
ー
ド

２
月
12
日（
火
）

❷
エ
ク
セ
ル２

月
19
日（
火
）

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

受
講
日
前
日
ま
でＮ

Ｐ

Ｏ
法
人
パ
ソ
コ
ン･

ネ
ッ
ト･

み
や

ぎ☎
０
２
２
０（
２
１
）５
２
６
２

　

年
金
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
完
全
電
話
予
約
制
。前
日
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２
月
28
日（
木
）午
前
９
時

30
分
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時

30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

図
書
室
）

古
川

年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

接
相
談
を
開
催
し
ま
す
。一
人
で

悩
ま
な
い
で
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘
密

は
守
り
ま
す
。

◉

２
月
20
日（
水
）午
後
１
時

〜
４
時

登
米
保
健
所（
３
階
会
議

室
）

２
月
14
日（
木
）ま
で

に
、電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

０
２
２
０（
２
２
）９
２
４
２

死et-tm
thbbs@

pref.m
iyagi.

lg.jp

２
月
26
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

年
末
年
始
を
除
く
）け

や
き
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

０
１
２
０（
５こ

こ

ろ

５
６
）４フ

ォ

ロ

ー

６
０

県
環
境
生
活
部
共

同
参
画
社
会
推
進
課（
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
班
）

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
５
６
７

　

県
は
、賃
金
や
勤
務
時
間
な
ど

の
労
働
条
件
、解
雇
、パ
ワ
ハ
ラ
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
に
関
す

る
問
題
に
つ
い
て
、県
民
の
相
談

に
対
応
す
る
た
め
に「
労
働
相
談

窓
口
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

月
〜
金
曜（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）午
前
８
時
30
分

せ
ん

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

害
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

毎
週
月
〜
土
曜
／
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ（
大
崎

市
・Ｊ
Ｒ
古
川
駅
前
）

15
〜
39
歳
の
無
業
状
態
の

人
、そ
の
保
護
者
、家
族

電
話
予
約

み
や
ぎ
北
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
教
育
一

般
貸
付「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、

高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
、

在
学
中
に
必
要
な
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。利

用
条
件
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
１
人
当
た
り

３
５
０
万
円
以
内

年
１
・
78
％（
固
定
金
利
）

／
母
子
・
父
子
家
庭
、世
帯
年
収

２
０
０
万
円（
所
得
１
２
２
万
円
）

以
内
の
人
、子
ど
も
が
３
人
以
上

の
世
帯
で
世
帯
年
収
が
５
０
０
万

円（
所
得
３
４
６
万
円
）以
内
の
人

は
、年
１
・
38
％（
平
成
30
年
11
月

12
日
現
在
）

15
年
以
内
／
交
通

遺
児
家
庭
、母
子
・
父
子
家
庭
、

世
帯
年
収
２
０
０
万
円（
所
得

１
２
２
万
円
）以
内
の
人
、子
ど
も

が
３
人
以
上
の
世
帯
で
世
帯
年
収

が
５
０
０
万
円（
所
得
３
４
６
万

円
）以
内
の
人
は
、18
年
以
内

入
学
金
、授
業
料
、教

科
書
代
、ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン

の
敷
金
・
家
賃
な
ど

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可

能
）

▼
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
７
０
）０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３（
５
３
２
１
）８
６
５
６

▼
日
本
政
策
金
融
公
庫
石
巻
支
店

（
国
民
生
活
事
業
）

☎
０
２
２
５（
９
４
）１
２
０
１

２
月
22
日（
金
）午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

及
川
毅つ

よ
し（

弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
０
８

無
料（
要
電
話
予
約
）

産
業
経
済
部
商
業

観
光
課（
商
業
振
興
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
３
４

　

学
業
、不
登
校
、い
じ
め
な
ど
、

子
ど
も
の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。経
験
豊
か
な

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、教
育

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守

（平成30年12月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,613 10,016 10,580 20,596 （▲30）

登米 1,801 2,312 2,511 4,823 （▲7）

東和 2,366 3,115 3,260 6,375 （▲9）

中田 5,118 7,641 8,002 15,643 （▲6）

豊里 2,140 3,251 3,323 6,574 （▲16）

米山 2,814 4,455 4,620 9,075 （▲14）

石越 1,580 2,426 2,444 4,870 （8）

南方 2,697 4,236 4,397 8,633 （▲2）

津山 1,154 1,559 1,700 3,259 （▲6）

合計 27,283 39,011 40,837 79,848 （▲82）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　信号がない交差点や見通しの悪い交差点では「車や人が
飛び出してくるかもしれない」という意識を持ち、スピー
ドを落として、いつでも停止できるようにしましょう。道
路状況が悪い場合は、標識が無くても一時停止し、安全を
確認することも必要です。

（平成30年12月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
H30 H29 増減数

人身事故
発生件数 182件 205件 ▲23件

死者数 4人 4人 0人

負傷者数 231人 256人 ▲25人

物損事故
発生件数 1,581件 1,611件 ▲30件

※平成30年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。相
談
専
用
電
話
も
用
意

し
て
い
ま
す
。視

聴
覚
セ
ン
タ
ー

（
２
階
教
育
相
談
室
）

※
来
所
の
際
は
、直
接
２
階
教
育

相
談
室
に
入
室
く
だ
さ
い

面
接
相
談
、電
話
相

談
と
も
要
電
話
予
約

月
〜
金
曜（
祝
日
を

除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時☎
０
２
２
０（
２
２
）８
１
２
５

市
教
育
研

究
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
０
２
９

◉

２
月
24
日（
日
）午
前
10
時

〜
正
午

〜
午
後
５
時
15
分県

労
働
相
談
窓
口

☎
０
２
２（
２
１
４
）１
４
５
０
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学
校
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、地

域
活
動
や
各
種
団
体
の
会
合
な
ど

に
伺
い「
家
計
管
理
」や「
金
融
被

害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
」な
ど
に
つ
い
て
、ゲ
ー
ム
や
寸

劇
を
し
た
り
、カ
ル
タ
を
使
っ
た

り
し
な
が
ら
、無
料
で
楽
し
く
説

明
し
ま
す
。

※
講
座
開
催
場
所
は
、申
込
団
体

で
ご
用
意
く
だ
さ
い

月
〜
金
曜（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

広
報
と
め
１
月
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。32
、33
㌻
仙
台
法

務
局
登
米
支
局
の
電
話
番
号
＝
☎

０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０
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「優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、高
校

最
後
の
大
会
で
準
優
勝
と
い
う
結

果
を
残
せ
て
う
れ
し
い
で
す
」と
白
い
歯

を
見
せ
た
。

　

第
73
回
国
民
体
育
大
会
空
手
道
少
年
男

子
個
人
組
手
が
２
０
１
８
年
10
月
７
日
、

福
井
県
敦
賀
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館
で

開
か
れ
た
。石
川
県
小
松
大
谷
高
空
手
道

部
所
属
の
千
葉
は
、石
川
県
代
表
と
し
て

出
場
。全
国
の
舞
台
で
、自
身
初
の
準
優
勝

に
輝
い
た
。

　

空
手
と
の
出
会
い
は
３
歳
の
時
。和
道

会
は
さ
ま
に
所
属
し
て
い
た
２
人
の
兄
の

背
中
を
追
い
、４
歳
で
道
場
の
門
を
た
た

い
た
。千
葉
が「
足
を
向
け
て
寝
ら
れ
な

い
」と
慕
う
和
道
会
は
さ
ま
の
武む

川か
わ

秀ひ
で

和か
ず

館
長
は「
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
し
た
ね
。い
く

ら
厳
し
い
練
習
を
し
て
も
休
ま
ず
、つ
ら

く
て
も
最
後
ま
で
や
り
抜
く
子
で
し
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。努
力
し
続
け
る
ひ

た
む
き
さ
と
、類
ま
れ
な
セ
ン
ス
で
小
学

生
の
頃
か
ら
全
国
大
会
の
常
連
と
な
っ

た
。し
か
し
、目
標
の
日
本
一
に
は
届
か
ず

「
高
校
で
は
必
ず
日
本
一
に
な
る
」と
空
手

の
名
門
小
松
大
谷
高
校
へ
の
進
学
を
決
意

し
た
。

高
校
の
練
習
は
予
想
以
上
に
過
酷
だ
っ

た
。朝
５
時
に
起
床
し
、寮
か
ら
学
校

ま
で
の
10
㌔
㍍
を
自
転
車
で
通
い
朝
練
。

放
課
後
も
３
時
間
を
超
え
る
練
習
の
日
々

が
続
く
。「
最
初
は
、先
輩
た
ち
に
気
を
遣

う
こ
と
ば
っ
か
り
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

そ
ん
な
千
葉
に
、中
村
隆り

ゅ
う

輔す
け

監
督
は「
先

輩
だ
ろ
う
が
試
合
に
な
れ
ば
関
係
な
い
。

遠
慮
を
す
る
な
」と
助
言
。吹
っ
切
れ
た
千

葉
は
、め
き
め
き
と
頭
角
を
現
し
、監
督
や

仲
間
た
ち
に
認
め
ら
れ
、２
年
の
夏
か
ら

は
主
将
を
務
め
る
ほ
ど
に
。「
そ
れ
ま
で
自

分
の
こ
と
だ
け
で
し
た
が
、主
将
に
な
っ

た
こ
と
で
周
り
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」と
自
身
の
成
長
を
実
感
し
た
。

日
本
一
を
胸
に
臨
ん
だ
今
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
、個
人
が
３
回
戦
進
出
、

団
体
が
ベ
ス
ト
16
で
涙
を
の
ん
だ
。「
３
年

間
努
力
を
続
け
、苦
楽
を
共
に
し
て
き
た

仲
間
と
優
勝
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
し

い
」と
仲
間
と
の
最
後
の
大
会
を
回
想
す

る
。「
国
体
で
は
誰
に
も
負
け
な
い
」―
。同

じ
く
国
体
出
場
を
決
め
て
い
た
太
田
翔し

ょ
う

一い
ち

郎ろ
う

コ
ー
チ
と
、二
人
三
脚
で
特
訓
に
明

け
暮
れ
た
。千
葉
の
課
題
は
後
半
の
集
中

力
。優
位
に
試
合
を
運
ん
で
い
て
も
、隙
を

突
か
れ
て
負
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。そ

こ
で
、試
合
後
半
の
動
き
を
徹
底
的
に
繰

り
返
し
た
。練
習
後
も
、夜
遅
く
ま
で
自
主

練
習
を
重
ね
た
。

迎
え
た
国
体
当
日
。「
全
て
は
こ
の
日
の

た
め
。こ
こ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た

こ
と
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
か
ワ
ク
ワ
ク

し
ま
し
た
」。質
と
量
、ど
ち
ら
も
兼
ね
備

え
た
練
習
が
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。千
葉

は
１
回
戦
シ
ー
ド
で
２
回
戦
か
ら
出
場
。

序
盤
、思
わ
ぬ
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、冷

静
に
試
合
を
進
め
勝
利
し
た
。３
回
戦
は
、

全
国
高
校
選
抜
大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
梶

村
幹み

き

人と

（
香
川
県
）。公
式
戦
で
の
対
戦
は

な
い
が
、練
習
試
合
で
は
接
戦
に
は
な
る

も
の
の
勝
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
信
じ

る
技
と
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
切
る
だ
け
」。試

合
開
始
と
と
も
に
一
気
に
畳
み
掛
け
る
。

特
訓
で
磨
き
上
げ
た
得
意
の
突
き
が
決
ま

る
。最
後
ま
で
攻
め
る
姿
勢
を
貫
い
た
。終

わ
っ
て
み
れ
ば
９
対
１
の
圧
勝
。技
と
ス

ピ
ー
ド
は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
と
い
う

自
信
が
、確
信
に
変
わ
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

「
３
回
戦
を
勝
っ
た
こ
と
で
波
に
乗
れ
た
」

と
続
く
４
回
戦
、準
決
勝
は
危
な
げ
な
く

勝
利
し
、決
勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

決
勝
は
、開
催
地
福
井
県
代
表
の
森
浩ひ

ろ

人と

と
対
戦
。北
信
越
大
会
で
は
勝
利

し
て
い
た
が
、会
場
の
多
く
が
地
元
森
の

応
援
。完
全
ア
ウ
ェ
ー
で
の
勝
負
と
な
っ

た
。そ
の
よ
う
な
状
況
も
意
に
介
さ
ず「
高

校
最
後
の
試
合
。思
い
き
り
楽
し
も
う
」と

試
合
に
集
中
し
た
。結
果
は
０
対
３
で
敗

れ
た
が
、千
葉
の
目
に
涙
は
な
か
っ
た
。

「
決
勝
の
舞
台
で
力
を
全
て
出
し
切
れ
ま

し
た
。悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
」と
胸
を
張
っ
た
。

　

千
葉
は
４
月
か
ら
国
士
舘
大
学
に
進
学

す
る
。同
大
空
手
道
部
は
、全
国
優
勝
の
常

連
で
、練
習
が
厳
し
い
こ
と
で
も
有
名
。

「
日
本
一
と
い
う
目
標
は
高
校
で
も
果
た

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、大
学
で
は
必
ず
頂

点
に
立
ち
ま
す
。そ
し
て
、日
の
丸
を
胸
に

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
る
東
京
五
輪
に

出
場
し
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。武
川
館

長
は「
立
派
な
ア
ス
リ
ー
ト
に
成
長
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。日
本
代
表
も
夢
で
は

な
い
」と
目
を
細
め
る
。

夢
だ
と
語
っ
て
い
た
日
本
一
は
、手
を

伸
ば
せ
ば
届
く
と
こ
ろ
に
。こ
れ
か

ら
先
も
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
な
い
。そ

の
先
に
は
２
０
２
０
年
の
日
本
武
道
館
が

待
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
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（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

編

集

後

記

　「大会制覇が目標でしたが、準優勝に悔いはあり
ません。野球人生のトップ３に入るくらい集中し
た試合を経験できたので」と５人は口を揃えた。
　第７回U-15軟式野球アジア選手権大会は11月
19から22日の４日間、台湾で開催され、東北選抜
チームの一員として市内中学校の野球部から５人
が出場した。
　大会は、台湾の７チームと日本の東北、北海道、
福岡の選抜３チームで優勝を争った。予選リーグ
を順調に勝ち抜き、決勝トーナメントへ。準決勝
は北海道と対戦。最終の７回が終わった時点で１
対１の同点。ノーアウト満塁から始まる特別延長
に突入した。８回に両チーム共に１点を追加。９回
裏、センター前に相手の浅いフライが飛び、サヨナ
ラ負けかと思われたが、セカンド日野がダイビン

グキャッチ。窮地を救い、流れを呼び込んだ。10回
表、キャプテン斎賢

けん

矢
や

（仙台市立六郷中）が走者一
掃の２塁打で、一挙に３点を追加。裏の攻撃を１点
に抑えて試合終了。５対３で熱戦を制した。決勝戦
の相手は福岡。北海道との戦いで、体力的にも精神
的にも消耗していた東北は、気が付けば１対７で
試合終了。準優勝で幕を閉じた。
　大橋俊

しゅん

一
いち

監督は「一人一人の働きが準優勝につ
ながった。このチームの一員だったことに誇りを
持ち、次のステージではテッペンを目指してほし
い」とエールを送る。高校でも野球を続けたいとい
う５人の志望校はそれぞれ違うが「このメンバー
で野球ができたことはいい経験になりました。次
会う時はライバル同士。対戦した時、恥ずかしくな
いように成長していたい」と再会を誓った。

▼
正
月
は
箱
根
駅
伝
を
テ
レ
ビ

で
観
戦
。青
山
学
院
大
の
５
連

覇
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

東
海
大
が
見
事
初
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。そ
の
陰
に
は
地
道

で
厳
し
い
練
習
が
。栄
光
へ
の

近
道
は
な
い
と
実
感
し
ま
し

た
。日
々
勉
強
を
重
ね
、少
し
で

も
成
長
で
き
る
一
年
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。（
高
橋
）

▼
寒
空
の
下
、と
き
め
き
人
を

取
材
。数
パ
タ
ー
ン
に
及
ぶ
写

真
撮
影
に
元
気
よ
く
付
き
合
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。本
文
で
は

伝
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

台
湾
で
も
う
一
つ
の
活
躍
が
あ

り
ま
し
た
。大
会
２
日
後
に
出

場
し
た
台
北
市
の
野
球
大
会
で

は
優
勝
を
果
た
し
、伊
藤
君
は

大
会
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
。お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
小
野
寺
）

▼
病
院
で
診
察
待
ち
の
時
に
、

高
校
生
く
ら
い
の
子
が
松
葉
づ

え
で
歩
い
て
い
る
の
を
見
か
け

ま
し
た
。私
も
高
校
生
の
頃
、松

葉
づ
え
で
生
活
し
て
い
た
期
間

が
あ
り
、今
こ
う
し
て
普
通
に

歩
き
、生
活
で
き
る
こ
と
の
あ

り
が
た
み
を
再
認
識
し
ま
し

た
。何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
三
浦
）


